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序
　この論文はビルマの怪奇な一面を点描して，ビルマの仏教文化が，仏教伝来以前より存在し，
奔尚残葎しているNat崇拝によって如何に阻害されてきたか。従前より行われてきたNatに
関する邪教や迷儒を取除かない限り，ビルマの文化的発達は不可能であろうことを指摘し，Nat
僑仰に関する種々相を歴史・文学・口碑伝承等によって例証し，ビルマ民族性を考察するもので
ある。述べられている事柄には私が実際にビルマにおいて見聞したことが多少含まれている。ま
た巻末の丈献を参考として，ビルマ人を取囲む種々な民族のNat信仰にもふれている。これら
雑多な小民族の行うNatの祭典はおよそ現在の臼本においては想像することも困難であろう。
　世紀前200年頃，Irrawaddy及びSalween両河の河口にPeguとThatonの王国が存在し
ていた。謂わゆる金地国Suvanna　Bhumiとして知られていた下ビルマに仏教が伝えられたの
はPataliputraにおける第3回仏教会議がAsoka王によって開催された直後であった。しかし上
ビルマにおいてはA．D。1020年にAnawyahtaヨ三によって仏教が圏家的宗教として樹立された。
セーロンと共にビルマほど純牌な仏教を保存している繍は世界どの国にも恐らくないであろう。
Mandalayに児られる多数の壮厳な寺院は真に世界最上の仏教学園であり，最も豊富な仏教図書
を蔵している。ビルマの僧院長はその園にとっては英圏のカンタベリー僧正にも匹敵するもので
あろう。
　同時に我々は非常に不思議な一見儒ずることができないような現象を見る。それはgeniolatry
即ち精霊崇拝がビルマにおいてはどの国よりも人々の閲に強く根ざしていることである。精霊崇
拝は仏教伝来以前よりすでにビルマに穿在しビルマ入の古い信仰として残ってきたものである。
事実，ビルマ人と接しているChin，　Kachin，　Karen等の諸民族は自然の申に存在する精霊の原
始的信伸以外に他の宗教をもっていない。そして精霊のカが彼らより，より文化化された隣民族
の間に残＃しているこの不思議な儒仰の中にはっきり感ぜられる。
　ビルマでは精霊はNatという名で呼ばれている。　Natという語がサンスクリット語の
Nfitha（　＝・　Lord，　master，　protector）から出たものであるか否かは解決されていないが，
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Mason，　Judson，　Sir　Arthur　Phayre，　Bigandet僧ii三等のビルマ語学者によってそれはこつの
異れる意味に解釈されている。その一つはDewa，即ち梵天界（Brahma）の住民の意味に用い
られる。この住民たちはヒンズー・教の神話に現われ，それから仏教大系に移されたのである。第
二の意味は全く別であって，それは水，空気，森林，山，家屋等，即ち生物無生物を間わず，す
べての自然物の精霊を意昧するのである。そしてNa曙仰は必然的に自然崇拝，祖先崇拝，英雄
崇拝等と関聯して行った。
　昔，国王が地上の生活を終えて最後の息を引きとる時，Nat－pyi－hkyauk－htap（Brahmaの6階
級）のいつれかにおいて幸福を授かるのである，と信じられていた。“Nat　ywa　san　daW　mo　di”
（王はNatの国にて生を楽しまれる。）という表現の中ではNatは第一の意味に用いられてい
る。もう一つの例はビルマの正月に行われる水祭りに見出される。
　ビルマの新年はTag9：の月（［三；本では4月）に始まる。インドより伝わった伝説によれば，
Tagit　：の月になると，　Natたちの王であるThagya：－min：（インドのIndra神に相当する）が
3日間地上に下るというのである。その行事はThin－gyan（水祭り）と呼ばれて，　Ponna（バラ
モン）の占い師が占星術上の観測によってThagya：－min：出現の正確な隠刻を決定する。これら
のバラモンの占い締はMandalay，　Prome，　Rangoon，その他ビルマの霊要都市によく見出され
るが，一般大衆の軽儒性のためによい利益を得ると云われている。さて定められた時刻になる
と，方々で銃が発砲され，老若を問わず人々は街路に集まり，互いに水をかけ合う。若者たちの
中にはふざけて水鉄砲を使用するものもあり，到る所楽しい風景が見られる。チン，カチン，カ
レン人等はいうまでもなくインド人，中国人，ヨーUッパ入等すべての外国入も陽気に水掛けに参
加する。仏教寺院では供物がなされ，仏像が婦人たちによって銀杯に溝たされた水できれいに洗
われる。この日家々は疹｛琴け放たれ，通行人のために，果物お茶，煙草，Kwun：－thi：（ビルマ人
はきんまの葉に積榎仔と少量の石灰を包んだものを常習的にかむ）等が無料サーヴィスされる。
3H後，　Thagya：－min：が梵天界へ帰る暗刻になると，再び方々で銃が発砲されて，水祭りが終っ
たことを告げる。
　このThingyan　の謂われはThagya：min：とAth1というNatの数学上の計算に関する論争
に帰因するのであって，計算の誤っていた方がその首を失うことになるということに二人は同意
し，その結果，Athlが負けて，首をDinthl，　Mahawrak：，　Gawrawathena，　Kinya，　Manta
，Rekkhita，　Pattaという7人のNatの娘に託した。そして毎年，年の始めにその首が洗われ，
次から次へ7名のものに引き継がれることになった，というのである。
　それ故，ビルマ暦，即ちThekka－yatはThagya：－min：を意味する。　Thekka＝Thagya：十ya亡く
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yEza　・min：「王」。　yatのtはビルマ語ではZの終子音を示す文字＆が使用されている。
　但し，碑文によっては種々な綴りが用いられている。例えば，Thekkayet，　Thekayat案享があ
り，パーリー語の碑文ではThekkaritaとなっている。現在最も多く用いられているThekkayat
の綴りはKalyanl碑文の“Thekkayaze”の変形したものである。　（Thatpon－Abhidhan，　P．675）
　Thingyanの語源に関してはMahathingyanにMagadha語“Thlnkanta”よりビルマ語に入
り，“kU：－pyaung：gyin：”「（年を）超える，過ぎ行くこと。」を意味する，と書かれている。
　しかし，Natの第二の意味は一般大衆の想像するものにはるかに近いものであり，一般によく
理解されていて，各国でも様々な名称で呼ばれているものである。「東洋の伝説に現われる魔と
か仙女とかの類はヒンズー教のDewaから発生したことは疑いのないところである。」（Shway
Yoe：The　Burman，　his　Life　and　Notions）Devilという観念が語源的にはDewaと関聯して
いるかも知れないが，Tawateintha及びTussita，那ち上級のNatの往んでいる鰻も著名な天
上界とは何らの関聯性をももたない。
　Natが西洋のfairyの如くKale：－1〈abyS（童謡）などの中にしばしば歌われている。
　　“M6：paw　hma　kye　ta　lon：，　　　　　（直訳）「空に星＿っ，
　　Tein　hpon：ba　lo　la　ma　tha，　　　　　　　　雲が覆うため月は輝かない，
　　　　　　　　　む
　　Tha　daw　hka　tha　ba　lein，　　　　　　　　輝けば明るくなるだろうに
　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
　　Nat－Dewa　thg　hpan　hsin：，　　　　　　　　　　Natの造り給うた
　　Hp6：－shwe－1a－min：，，　　　　　　　　　　　　　　お月さま。」
　ビルマでは（第二の意味に用いられる）Natの起源がどれほど古いかは不明であるが，　A．D．9
世紀頃にはすでに可成り盛んであったことがうかがわれる、Paganより程遠からぬPetleik塔の
煽囲の盤はPagan王朝第34代のPyinbya：王が築いたものとされているが，その入口に男女両
性のNatの石像が安置されてある。それはPoppa：山の姉弟のNat，即ちNga　Tin　Deと
Shwe－myet－hnaのNat像だと云われ，当時すでに一般に尊崇されていたことが判明している。
　ビルマ人にとってNatはちょうどギリシア人に対するPantheonの神々のようなものである。
従って国王の死に用いられる場合の如く第一の意味と，第二の意味のようにビルマでは老若にか
かわらず誰にでも一般に理解されて用いられる場合とがある。第一の意味に用いられるNatに
相当するものは中羅，タイ，ヴェトナム等にも穿在しているらしい。
　ビルマ人の村にはNatを拝むためにNat－sinと呼ばれる特瑚な社が建てられているが，ずっ
と辺郡な東北部やIrrawaddy河口附近に散在せる村落には　Nat－sinの設けられていない所も
ある。疇にはそれはほんの鑑のような貧弱なものもあれば，またチーク樗に彫鰯をほどこした麗
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根造りで赤く塗られた柱を取付けた宿坊に似たものもあり，または一種の高塵のようにできてい
て，その端の台の上にNat像が祀られている。その像は飛び出しそうなぎょろっとした目をし
ており，．頭には先の尖った冠を戴いているといった奇妙な姿を表わしている。この恐ろしい形相
を呈した像は最も見にくいアフリカの呪物神の像を思い出させる。
　高座の下の所には絶えず村人によって食物，果実，水などが供えられる。Natに物を擁げるの
は決して1籔罪観念によるものではなくして，単にNatをなだめるためである。従ってこの社の
前には血なまぐさい犠牲（いけにえ）は供されない。生き物の血を流すことは仏教の教義によっ
て拒否されているところであるから，たとえ最も原始的な型の精霊崇拝が行われる隣でもビルマ
の民衆にはこの事が徹底的に侵透している。
　c‘Kya：kyauk　lo　shingyi：k6：，　shingy1：1〈y　EL：htek　sd：，1（Llt．虎が怖いのでNa£に助けを求め
たが，Natの方が虎より恐ろしかった。　「板ばさみ」または「前門の虎，後門の狼」の意。）とい
うsaga：－bon（諺）の中ではNatという語の代りにShingyi：という言葉が使われているが，
Natを信じるビルマ人は通例会話の際，　Natという語を口にすることを怖れ，　Shingyi：という敬
語を用う。河の辺にて漁夫たちの話の中にしばしばShingyi：という言葉を私は耳にしたことが
ある。Judsonの辞書にも“Ashingyi：”is　the　tutelary　Nat　of　fishermenとのっている。　Ashin
はサンスクリット語のnathaに相当し，ビルマ語ではthahkinがashinと岡意語である。タラ
イン族は普く知られているNatに対してUy玉ngyi：と呼ぶが，一地方を支配しているShingyi：
をOkkayaと呼んでいる。
　Nat儒仰がビルマ各地に普及していることは拒めない事実である。高等教育を受けた者から，
畠に鋤を扱う入々，密林のことなら詳しく知っているがその他の事は何も知らないジャングル地
帯の入々，牛を追ったり，舟の上に細々と生活を営む入々等に至るまで，すべての人々に当ては
まるのである。
　カチン族の中にはNat－s6：（悪霊）のみを認めている者がある。彼らの部落の入口には地酒を入
れた竹筒，食物，犠牲に供した動物の階，斧，槍，刀，矢などがきちんと揃えて置かれてある。
それはNatが欲しい物は何でも道で見つけ，酔ばらって争いたい時にはいつでも争いができる
ように武器を箆つけるためである。そしてNat岡志が争えば，彼らは村へ入って来て住民を妨
害することがないためである。ひたすらに彼らの機嫌をとって，自らの無震平安を祈るのであ
る。
　これに反して，ビルマ入は善霊をも悪霊をも儒ずるのである。それはKo　Saung　Natであっ
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て，本来のNatとLeip－pya（蝶）のNatとの観念を混同したものであって，一種の異体化さ
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れた良心を表わしている。即ち各人は良い霊と悪い霊をもっていて，それらは絶えず戦ってい
て，どちらかが勝利を得れば，その入自身が善人にもなり，悪人にもなるのであると信ずるので
ある。それはゾUアスターの教義と一一・ixVするものであり，東洋における原始的な形体のものとし
て到る所に見出されるものである。
　ビルマでは各人の家にそれぞれEin　Saung　Nat（家を・当・護するNat）と呼ばれるNatが住
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
んでいると儒じられている。それを慰めるために，家の柱の頂上には白い木綿の頭巾をかぶせて
ある。普通Natはそこに住んでいるからである。　mシアの小説には，農夫の間でdomovo1，郎
ち「家霊」がすべての家に存在していることが書かれてある。ビルマのEin　Saung　Natと同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o
じように，もし取扱いが悪ければいたづらをやるし，よくもてなされれば親切にする。ちょうど
ビルマでNat－sinの社にばらの花や果実が置かれるのと同じように，ロシアではdomovoiの
ために少しの菓子と油がス1・一ヴの上に置かれる。
　ビルマ入の家の縁側に水を満たした素焼の壷が台の上に羅かれてあるのを見かける。この水は
Pareit－yeと呼ばれて，星占術師またはその地方の僧院長がある種の祈り，またはGahti｝（幌文）
を唱えてから，tha－pye－pin（Eugeniaの木）の葉が侵され，部屋の中や寝台の上，および家巾
の方々に撒かれる。それはBelooやNat－sO：が家に入ってくるのを避けるためである。時には
水が惜しげもなく撒かれるので書物や重要な書類までがびしよ濡れにされることがある。この素
焼の水壷はNyaung－ye－0：と云って，仏法僧の象徴とされている。　GautamaがSakra
（Tha－gya：－min；）を訪れて，　Tawateinthaより帰られた時，人々は彼に　Nyaung－ye－O：の捧
げ物をした。このことを記念して人々は一種の魔除けとしてそれを用いているのである。
　占鷹術師がこの全く異教的な儀式を行うために家に入って来る時には仏教僧を受入れる臨と同
じほどうやうやしく丁寧にもてなされる。もしこの風蕾に反対すれば一般ビルマ入との平旬や面
葭を保つことは困難であろう。
　Natに盧げられた人の家では，南翻に椰子の実を黄色または赤色の布で覆うて昂す。　これは
Natに捧げるためである。雨季の初めになると，その椰子の実は新しく包み直される。そして雨
季が終ると、改めて儒，卵，黒砂糖，果実等を供えて，Ein　Saung　Natに家族が熱病にかからな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
いように保護を願う。しかしEin　Saung　Natはその住居を提供し，供物をしてくれる人々に対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
して当然好意を抱いているものだと考えることはできない。Natは人々が如何に多くの供物をし
ょうとも，恐らく冷然と彼らを見ているだけである。そしてもし何か些細なことでNatの機嫌
が損じられれば，容赦なく家族の者にひどい危害を舶えるであろう。またもし気に入らない未知
の人が思いがけない疇に家1こ入ってくる時には猛然と彼を襲うて失神させるか，または駿痛を起
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させる。
　聖なるtha－pye－pinはまたチン族の閥では法廷などで証人がその小技に誓いをなし，木に住む
Natの媒介によって自分の身の上に呪いをかける。彼らは耳たぶにこの木の枝を飾ることさえ怖
れるのである。そしてもしうっかりこれをなすと，彼らはNat－s6：に取りつかれないようにいつ
までもNatをなだめなければならない。
　カレン族のNat信仰に関する考え方も大たいビルマ人の場合と共通しているけれども，特に
男女間のふしだらな関係はBgha（ビルマ入のEin　Saung　Natに相当する）の最も嫌悪するこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
とであり，困難を引き起す原因と見なされている。カレン族の中でもBwb種族の聞では，それ
は飢鰹の原ltjと考えられ，それ故，男女関係が発見された時には部落の畏老によって厳しく罰せ
られる。すべてのカレン民族の間に歌われている古い叙事詩に現われるYwa神もH常生活に入
り込んでいるNatほどには重要な役割を果していないらしい。
　都会に生活しているカレンやカチンの人々の中にはキリスト教徒や仏教徒が見受けられるが，
勿論彼らはNatに頼ろうとはしない。
　Tenasserimに住むカレン族は魔術によって体内に押し入れられるもの（ビルマ語ではこれを
apin：と云う）のために人が死ぬという信仰をもっている。
　Ein　Saung　Natの外に村を矯護するYwa　Saung　Natがある。タライン族は食事をする前に
　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
大鉢を空申に差上げて村のNatに祈りを捧げる。彼らはlet－pan－bin（綿の樹）の下に社を立て
てNatを礼拝する習しがあり，このlet－pan－binでしばしば棺を作る。3年または4年毎にNat
の集典が催うされ，この時にはNat－gadawまたはNat－win　mein：maと呼ばれる一種のSorceress
がNat社へ行進する行列の前で舞踏する。これは病気を防ぐためであるが，万一疫病でも勃発
すれば，一届漢璽な祭典が行われる。
　タライン族が住むある村に恐ろしい伝染病，確かpaleip－－yawga　（ペスト）が発生したことが
ある、すると水壷の上にBihiの姿が荒々しく描かれて，夕方近くになると，その壷がビルマ
刀によって打砕かれ，太陽が没して了うと，入々は竹の膵をもって家の屋根に登り，柱や屋根を
打ち続ける。それと同疇に女と子洪たちはあらん隈りの声でわめき立てる。そこの注民に尋ねる
と，それはNat－s6：をびっくりさせて，退放させるためであると云うのである。このような行
事は単に伝染病が流行した隊だけでなく，ジャングルの中で蛇に噛まれたり，虎に傷つけられた
り，または賑賊に被害を蒙ったり，大木の下じきになった人々よりNat　hs6：を追払うためにも
行われ，それはtaw－htot（ジャングルへ（悪霊を）追払う）と呼ばれる。　Forbes氏によっても次
の如く記述されている。“Suddenly　about　sunset，　on　a　preconcerted　signal，　the　ears　of　a
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straRger　would　be　greeted　with　a　most　bewilder三ng　and　deafening　din，　caused　by　every
one，　man，　woman，　and　child，　in　every　h◎use，　beating　the　house　walis，　the　floors，　tin
pans，　anything　to　make　a　horrible　noise，　which　certainly　it　wouid　take　a　deaf　spirit　to
withstand，，
　　このtaw－htotはラングーンやマンダレーのような大都会においても行われたそうである。
　　Belooとは一種の怪物であって，人間の肉を食べ，その結果，超人的な力をもつようになり，
目が赤く，突出せる長い犬歯をもつと云われている。仏教伝説に取扱われているBeloo，即ち
YakshaはArabian　Nightsに現われる悪魔の地．位を占めるものであり，　Nibat－taw－zatの中の
一
つに現われる有名なAlawakaもB茄：s6：または‘Bile三n：’と呼ばれるBe玉ooである。
　　　Thu　m邑：h1（on：go　ma　hpye　so　naing　thu　do　a：‘z議n　ya　puggo　mya：pe　taga：’hg　ywe
　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　o
　　　Alawaka　di　hkyan：tha　p6：ie　m　shi　kyauk　zay註yop　gyi：mya：go　hpan　hsin：ywe
　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　hkyauk　i．　Thu　ta－hg6：hpyin　yathe　do圭yin　dwin：tho　win　yauk　lyek　hadaya　wuthtu
　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　O　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
　　　yop　go　hsop　ne　hneip　sek　ywe　seit　pyek　aung　lup　i．　YO：aung　lup　i．　Yu：thop　le　thaw
　　　ahka（玉win　hma　yin　hlwa　go　hkwb　ga　athさgo　thu　sa：1e　di．　Kywin：di　yop　kaung　go
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　hkye　hnit　hkyaung：kaing　ywe　myi亡tabek　yauk　aung　hlロyauk｝11win　ywe　p三t　｝e　d圭．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　（彼の質閥に答えることができない人々に向って「これが修験者たちか」と云って，アーラ
　　　ーワカは容赦なく物凄い形相をしておどしつけ，彼の神通力によって修験者たちの体内に入
　　　り込み，はらわたを引つかんで彼らを半狂の状態にしてしまった。そして胸板をっき破っ
　　　て内臓を食べてしまい。残った身体の両足をつかんで河の向う側へほうり投げた。）（Thifi－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　hbawa，1955年7月号）
　　　また女のBeloo，即ちYal〈shiniはしばしば西洋の物語に出てくるSirekの役を演ずるもの
　　　であって，Ma－haw－thahda－zat－taw－gyi：－wuthtu｝cも，
　　　　　Ahkyi篇：do，　i　mein：ma　ga：IU　mahot　BI16：－ma　te：，i　thu－nge　go　sa：lo　ywe　hk6：yif
　　　　　　　　　　　　　o
　　　di　hu　hpaya：1aung：so　i．　Parithat　do　le：，ashin　tha：－abe　jaung　thi　da　ni：　htt　me：　1〈　ya
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
　　　lat　hlyin　ahkyin：do－i皇ha：hk6：ma　go　thindo　shu　law　，　myek　taung　le：ma　hkat，　myek
　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　O
　　　htaung　le：ni　i．　Thu－nge　haaik　t聴na：hkyit　hkin　hkyin：le：alin：ma　shi，　hto　tho　thaw
　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　akyaung：do　jaung　Bilti：ma　hu　thl　ya　da　te：so　i．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　（「皆さん，この女は入聞ではありません。ビルーです。この子鹸を食べたいので盗んで行
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ったのです」と菩薩が言われると，群衆たちは「主よ，飼故それがお解りですか」と尋ねる
　　　　　　　　めと「皆さん，盗人女をよくご覧なさい。目ばたき一つせず，目の隅が赤い。子供に対し同
情心がみじんもない，それでビルーの女であることが解るのです」と答えた。）と語られてい
る。
　さて，Nat祭の施行によっても病魔の退散する効果が現われない時には修道僧に援助を求め
る。僧侶はまつPareit－gy玉：を唱え，それから彼は仏陀がWethali地方（Arakan又はインド中
部という説が多い）に蔓延していた悪疫を駆逐した時の説教をするのが常である。もしこの最後
の手段も水泡に帰するならば，村を放棄してジャングルの方へ逃避し，そこで家族毎にしばらく
の間，野営生活をしなければならない。Meiktilaという町でビルマ人たちが伝染病から逃れる
ため北方の密林地帯へ移って行くのを私は見たことがあり，その後ビルマ人の知人をジャングル
の中にて見舞ったことを憶えている。しかし医学が多少進歩した現在のビルマでは当時（20年前）
程の状態ではないと思う。
　入が危篤で死に瀕している時に，近くの寺の1曽が家族の者に臨終の床へ呼ばれる。しかし僧は
その病人の心を慰めたり，善心に立返らせようと努力したりはしない。事実，仏教では地上のい
かなるカも人の運命をどうすることもできない。運命というものは全く善悪の行為のバランスと
なっているKarmaによって，即ちその人の功罪によって律せられたものである。僧侶の如き聖
なる人がその場に居合わせるということが周囲の悪霊の力を破壊するに十分であると考えられて
いる。しかしNatは決して忘れられない。臨終に際して僧侶が“Aneissa，　dokkha，　anatta”
「（すべては）無常，苦薦，虚無なり。」とLekkhana－ye：－thon：ba：の祈りを唱えるll射こ病人の親せ
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きや友人たちが裏の出口より静かに去り，花，米，蜜等をもって最寄りのNat社へひそかに赴
くのである。
　チン族のNatに関して少し述べると，チン族の部落では病気が発生すると，泥入形を造り，
豚，銅羅，壷などを道路に並べて病気の原因であるジャングルのNatを追い払うのである。ま
た牛の疫病が流行すると近隣の村々では犬を二つにひき裂き，その腸を道にさらして病気の来襲
を防ぐ。蛇の交尾を児ることはひじょうに不吉であって，それを兇た者は，その夜は村の外で夜
を明かし，家に帰ってから鶏を殺すか，または財産が許すならばNat祭を催すかをしなければ
ならない。これを怠ったことが村に知れれば，村金体に対して弁償をせねばならないのである。
チン族はまた虎に対して特別迷信深く，虎を射止めた者は特別の作法によって儀式を催すのであ
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る。即ち，虎には不幸がまとわりついていて，その死体を家へ持ち込んだりすれば，崇りで家畜
に損害をあたえるからであると蚤われている。
　カチン族は病気になると，“Nat　ni　shi　hpe　kawa　ai”（Natが人を噛んでいる）と云って，
早速家族の者はNingwawt　wa（Natの意志を確める占い師）を呼びに行く。　Natの意志を確め
る方法は数種あるが，普通に用いられる方法は，shamanという竹，またはshabaという草に
よって占う。病気が重い場合は大ていshamanが用いられる。ゆるやかに燃える火の上でそれ
を乾かす，やがてその節が音を立てて割れると，その割れた両鮒についている毛状の繊維を綿密
に調べて，その病気が何であるかを知るのである。そしてNatへの捧げ物として一頭の牛と二
匹の豚が要求される。そしてUdangという犠牲台を作り，その上で獣を殺す。家の中では村入
たちがNatの祭壇を準備する。それからDumsa（Nat祭を司どる僧侶）が祈りを捧げてから，
Hpunglum（Dumsaを補ぐ左する1曽侶）が犠牲獣を祭壇に捧げる。
　コレラが流行するか，または家畜に病気が起ると，それが村の中へ入り込まないように村人た
ちはnumshang（村の入口）でNatへ供物を捧げる。
　カチン族が最も忌み嫌うのは妊婦が陣痛で死ぬことである。陣痛の隣には，Natが家の申へ入
って来ないようにchyaga　hpun（きいちごの樹）の枝を入口にさしておく。もしこれをしない
と，その婦人は非業の最後を遂げるかも知れないからである。そして，もしその婦入が死ねば，
その婦人もまた難産のために生れなかった子洪も恐ろしい吸血鬼となってNat－s6：の仲間入りを
する。このようなNat－s6：は伸間欲しさに彼らを呼びに来るので，また種々な非業の死が惹き
起こされると考えられている。難産の妊婦が苦しむのもこのNat－sδ：の所為だと云うので，武器
や煙で追い払おうとする。カチン族はまた蛇や，やまあらし，山猫などが道を横切った場含，不
吉の前兆と考えて外出を中止する。しかしこれらは横切ってゆかない限り不吉の前兆ではない。
　Natを呼び出して，その意向を訊いたり，病人が全快するかどうかを占ったり，供物の適否を
占ったりする仕事は占い師や僧職の者が行うが，バカチン族では僧侶と占い師は別々に春在して
いるが，カチン族ではDumsaが二つの職を兼ねている。そして入が死ぬとDumsaが彼を祖先
の故郷へ送ってくれるとカチン入は儒じている。
　ビルマ入の特性の一つは陽気なことである。彼らの宗教観は現実快楽的であり，狂信的信者ぶ
ったところはない。彼らの正統派仏教の慣習的行事も多少花見遊山的な性質を帯びている。断食
N（Ubo－neくパーり一語Uposatho，サンスクリット語Upavasatha）毎に家族つれだってパゴ
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ダへ参詣する。断食賑は月に4回あり，即ち新月，白月8U，満月，および黒月8Nに当るのであ
って，このfi，仏陀の像を拝した後，宿坊に休息し，お腹一っぱい朝食を食べ，ビルマ葉巻をふ
かしながら互いに雑談し合う。婦入たちは輝かしい絹の晴衣を着て，頭髪には花を飾る。そして
若い男女が求愛し合うのも自由である。このように楽しい辛臼を過ごして家に帰り，その日は断
食するのである。やや静かな祭りに似た感じがする。
　このように仏塔に参詣することは一遡問に一度思い出すだけであるが，Natを宥めることは毎
日の関心事である，というのはNatは絶えず入を破滅させたり，敵意を抱くかも知れないが，
仏塔で功徳を得るには都合の好い時に行い得ることであるからである。
　Hpongyi：（仏教僧）が俗界に勢力を張ろうとする政略的な事や，または他宗教に変節するよ
うな事はまつないことである。彼らは僧院の中に静かな生活を送り，その勢力は全く道徳にかな
ったものである。彼らは古代より伝えられてきた異教的なNat信抑を盲騒的偶像崇拝と晃な
し，その痕跡を取除くことに努めてきたが過去においては成功しなかった，そして介臼尚依然と
して行われている。ビルマ入はHpongyl：を深く敬ってはいるけれども折にふれては，風，火，
大地，樹，雷，雲，家，由，河，密林等の諸々のNatを礼拝することは従前通りに行っていく
であろう。Mindon王（ビルマ暦1214～1240年，西暦1852年～1878年）は王位に即く以前は僧侶
であり，パーリー文学に通じた学者であったが，1876年にNat崇拝に反対して勅令を出し，廃
止させようとしたが，成功しなかったことがある。そして，このNat信仰は依然として残存し
続け，事実上，仏教と共存する一つの宗教を形成している。
　ビルマ人は他の土地へ移住して行く時には必らず出発前に狸占いをして貰う。そして荷物を積
む牛軍の車輸にthabye糧の枝を付ける。それは彼が通らねばならぬ藤に住むNatを慰めるた
めにするのである。同じようなことが森林の中においても行われる。魏入や旅入が大木の側を通
る時，もしその大木にNatが住んでいる場合には，その根元の所に花や米を供える，たとえ，
その木にNatが住んでいなくても供物をしておけば，森林のNatはその者の心をくみとり，道
中彼を護ってくれると信ずるのである。森林のNatはHmln－NatまたはTaw　Saung　Natと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o
呼ばれている。
　Upaka－Natは雲に住んでいるが，またジャングルをも排綱して時には姿を現わすと云われて
いる。子供が母に死に鯛れると母はジャングルの中でUpakaとなって揺り床を動かしているの
が子供に見える，などと伝えられている。
　ビルマ入は魂というものについて奇妙な考えてもっている。彼らは仏教哲学によって教えられ
た精神についての抽象的な複雑な組織を理解することが困難なために人闇実在の不滅の部分に型
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態をあたえ，彼らはそれをLeiF－b＞’a即ち「蝶の霊」と呼ぶ。入が眠っている時，　Le三P－byaは
周剛をさまよい，時には肉体から遠く離れ，目を覚ますと，それは再び帰ってくる。このように
Leip－byaがさまよっている閲に，途中で出会った種々な善悪のものによって夢が明らかにされ
る。人が病気になると，彼のLeip－byaは悪霊に呑み込まれるか，または捕えられて，もし医者の
薬が効鳳を現わさない時には薩ちにLeip－bya　kaw（「蝶の霊を呼ぶ」の意）の式が行われる。病入
の家族は村のNat社に最も葵味な食物を供える。そしてNaUこ供えた果物や魚，そして蜜等を
Natが食べるように，そしてそれらのご馳走と交換に病入のLelp－byaをもどすようにと長い携
りが捧げられる。もしNatがその願いを聞入れるならば，病人は助かり，　Leip－byaは彼の身体
に反る。もし彼が死ねば，それはNatが果物や蜜と共にLeip－byaをも呑み込んで了ったので
あると儒ずる。そしてその家族内に次の病人が生じて同じようにLe三p－bya　kawの式が行われる
まで死入は家族の者に呪われるのである。
　　眠っている人を突然起こすことは極めて危険であると云われているが，それはさまよっている
Leip－byaがその眠っている人の肉体に帰ってくる晦間の余裕がない場合には必然的に死が伴う
からであると信じられている。このような先入感を破ろうとしてビルマ人を説伏してもほとんど
不可能である。
　　またLeip－byaは子供が生れた疇から子供にくっついているNatの化身であると云われてい
る。それについてFOrbes氏の記録を引用しょう。
　　‘‘The　butterfiy　may　be　temporarily　separated　from　the　bQdy　without　death　ensuing．
Thus　wheR　a　persoll　is　startled　by　some　sudden　shock，and　is董or　the　moment　unconsci◎us，
they　say　the　butterfly　is　startled　（Leip－bya　lan　di）．　in　deep　s玉eep　it　leaves　the　body　and
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roams　far　and　wide．　A　sleeping　wife　dreams　of　her　absent　and　distant　husband；the圭r　two
‘butterfly，　souls　have　met　during　their　wandering　in　the｝and　of　dreams．　If　a　mother　dies
leaving　a　little　sucking　baby，「 the　two　souls　are　supposed　to　be　so　intimately　united　that　the
butterfly　of　the　chiid　has　fo11◎wed　the　departed　one　of　the　mother，　and，　if　not　recovered，
the　child　also　must　die．　For　thls　purpese　a　woman　who　has　influence　with　the　nats（not
awitch）is　called　in，　She　places　a　mirror　near　the　corpse，　and　on　the　face　of　it　a　iittle
piece　of　the　finest，　f｝eeciest，　cotton　down．　Ho玉ding　a　cioth　in　her　open　hands　at　the　bottom
of　the　mirror，with　wild　words　she　e慮eats　the　mother　not£Q£ake　with　her　the‘butterfly，
of　her　little　one，　but　to　send　it　back．　As　the　gessamer　down　◎n　the　smooth　face　of　the
mirror　tremb｝es　and　falls　off　lnto　the　cloth　below，　she　tenderly　receives　it，　and　then　p韮aces
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it　with　scme　scothing“’erds　cn　the　boscm　of　the　infant．　The　same　ceremony　is　sometimes
observed　when　one　of　two　young　children，　brothers　or　sisters，　who　have　been　constaot
Playmates　and　companions，　has　died，　aPd，　as　is　thought，　attracts　the　soul　of　the　surviver
to　follow　along　the　dark　path　to　the　lancl　of　spirits．’，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Judson’s　Bur－Eng　Dict．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Appendix　Note　131，P．1094）
　タライン人やビルマ入でも密林地帯の避遠の地において行うNat集には魔神崇薦1的な牲質が
遙かに濃厚なものがある。部落の有力者が病気になったり，伝染病の恐れがある時などには，焚
いた米と鶏や家鴨の焼いた肉を村から少し離れた所に設けられてある祭蟻の上に積み重ねる。村
中の者はみなこの儀式に参加しなければならない。数人の者が選ばれて，怪奇なBilU：やTasse
に扮する。また犬や豚の動作をして，Nat－s6：に取葱かれた真似をする者もいる。残りの村人た
ちが出て来て，その中の代弁者がNa毛一s6：に扮する者に「家にねている病人は園復するのか」と
か「Natは供物に満足したか。」などと尋ねる、，この際，誰も本当の名前を呼んではならない、、も
しうっかりして本当の名前を呼ぼうものなら呼ばれた入は決して返事をしないが，たとえどんな
に素知らぬ顔をしていても，非常な危険に身を曝すことになる。Naes6：に扮した者は「病人は
全快し悪疫はこの地を退倣するであろう」と返答する。これを聞くと村中の者は狂喜してジャン
グルの中に駆け込み，無我夢中で方々を走り廻る。突然藪の中で何かを見つけ，注意深くそれを
布で伏せて，息を切らして村に駈け戻る者がある。病入のLeip－byaを捕えたというのである。
そしてその布を病入の頭の上で静かに開いて振る。Lelp－byaが本来の住家に帰ったつもりなの
である。それを確かめるために同じことが数回繰返される。それから皆村人は帰ってくる。この
行事には危険が伴いがちである。というのは一一時的な身振りのために，永久にNatに取慧かれ
ることが有り得るし，またNat－win－mdn：maの近隣に及ぼす呪いは如侮なる疫病にも劣らない
ほど恐ろしいからである。地方でもこのような儀式は全面的に否定されようとしている。またこ
れに参加した者もそれを口にしない。
　かって私は東部シャン州のジャングル地帯にて方角を誤って道に迷い，猛獣，毒蛇，大とか
げ，怪鳥等が群陵する閥をさまよい，知何なる狂暴な種族でもよいただ一人の人閥の姿でも兇つ
けたいと願った，そして何か目に兇えない恐ろしいカを感じたことがある。このようなジャング
ル地帯を背景として生活するビルマ人や彼らの周辺に住む種族たちが怪奇なNat儒仰をもつこ
とは当然な窮のように思われる。
　すべてのNatはある特定の地域と鷹接に関係があり，入璽から遠く離れた所に未知の逓行人
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がうっかり悪戯でもしょうものなら恩いがけない災鄭が身に製いかかる。ある隣，私は数入のビ
ルマ人と一結に森林を通っていた時，林息しょうとして大樹の根元に腰を下ろそうとすると，ビ
ルマ人は私を他の坦所に坐ってくれと云って，少し離れた所へつれて行った。零ねるとあの大樹
にはNatが住んでいるから，そこへ坐ることはNgayひgyi：db（直訳：地獄が大きい，即ち，
崇る，または罰が≧｛1る）というのである。ビルマ人は旅に出る時には，バナナの罵かthabye樹
の小枝かを牛車の柱に吊して，うっかりNatの住居を侵した時の呪除けにする。
　ビルマ人の好む娯楽の一つはボート・レースである。絵爾的な美しさを愛する人は1rrawaddy
河の青い水而上に行われるビルマのボー1・・レースほど美しい物を夢見ることはできないであろ
う。競争用ボートには通例その船首にKalawa憲，即ちVishnu神の鳥が彫刻されてあって，そ
こにthabye樹の枝が飾られる。そして河に住むNatを慰めるためにバラの花やバナナを供える
のである。
　Natはある地方では仙の勉方よりもよく知られていることがあり，時期に癒じて勃瑚なNat祭
が催される。収穫期の前にはビルマ入の農夫たちは規則的にNa｛祭りを行う。よい収稚が得られ
るようにと胤の周照を行列したり，その地域のNatに盛大な供物をするのである。
Wa族の間ではこの種のNat祭に首欝りが行われていることが記されている。“The　Hill
Peoples　of　Burma”by　H．N．C．　Stevenson，　P．14にはWa族のNat祭に“Head－hunting　is
stil玉regarded　as　necessary　for　their　ferti｝ity－rites　at　ploughing　time，　though　this　is　being
strongly　discouraged．”と記されている。またビルマ語の雑誌Shumawa　vol　9，No．97（1955年
発行），P．34，35にはNga－nyo氏によって次の事が書かれている。
　「Wa族の部落においては1年に2國Nat祭力i催され，人問の首がNatに礁えられる。大て
いは稲の刈取り期に当るWazoまたはWagaungの月（K本では7，8月頃）と取入れ期に当る
Pyathoの月（1月頃）に行われる。その時期をNat－htein：（Natの霧祭者）が村入たちに通告す
る。NatがNat－htein：に取りつくとNat－htein：は幾入の首が必要であるかを村人たちに命令を
下す。そしてその首は首狩りの風翌を全然知らない種族の者の首であればNat祭には大いに価
値があるとされている。首狩りには3入が選ばれる。その3人は先づ生の魚を塩でこねて，それ
に唐辛をふりかけて食べ，地酒を飲む。これがすむと，一人が槍を撞ぎ，一人が弓矢をもち，も
う一人がNga：－gyin：（魚名）の尾の模様のついた長さ4ブイートの両刀の首切り刀（Wa語・で
Waiレmot－kya1ng：という）をとって3入は旅に出る。その後，岩の悶または籔姻コに身を隠して
いて道を通る人を晃れば不意に毒矢で射て，槍をもった者は槍で胸を突き刺し，刀をもった者は
酋を切り落す。刀で首を切り落す際に唯一打ちにて首を切りとることはNatの大して好むところ
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ではない。二打ち三打ちできる限り残忍な方法で切り取った入の首をNatは大そう喜ぶという
のである。Wa族の習慣に従って，　Nat－htein：はその首をNat－sin（Wa語にてnyap－hka－yop）
にのせて，色をつけた彿飯，金塊，銀貨，それから首を切り取る際に用いた刀，槍，弓（時には
石弓），およびlwe－e圭t（ビルマ語）と呼ばれる隅にかける携帯用袋等をNat－sinに供える。
Yosaing：と呼ばれる剣舞をしながら村中を歩き廻ってNat－pUzo－patha－pwe（Nat祭り）を挙行
する。その後，地方によっては音楽を奏して，酒食の宴を張る。首を取った者には村中の人々か
ら銀貨を集め，槍一振りと刀一振りつつを褒美としてあたえる。」
　PoPPa：山のNat兄妹とShwe－hpin：－gyi：，　Shwe－hpin：－nge兄弟を祀ってあるSu－Taung：－
pyi－hpayii：の建っているTaung－byonのNat祭りはビルマにおけるNat信仰の問題に大きく
取扱われていることは学報Vo1．12，P．109に述べたが，彼らは北部ビルマにおいて多大の尊敬
を受けている。しかし翼に人々から恐れられているNatはMandalayとBhamoとの中聞にあ
って，ビルマのiff都の一つであり，現在は一つの村になっているが，　Tagaung：という所に，そ
この祠に祀ってある像で，5，6ブイートの高さの柱の上に荒々しく彫刻された首だけの像に過ぎ
ないものである。尖塔形の王冠を頭上に戴き，両眼はとび出して，かっと見閥き，ろ馬のような
耳と長く曲った鼻をした容貌であって，口がなく，竜の胴体となっている。誰でもできるだけこ
の祠を避けるが，しかしこの村の入々は何か事をなすに当ってはかならず予めこの方向にお辞儀
をするのである。もし住民がこのNatに花を捧げなかったり，森林に佐む人や狩人，漁夫などが
その前を遍る時に合掌しないで通り過ぎるBY・（はそのNatは人々に恐ろしい怒りをぶちまける
カをもっているとビルマ人は儒じている。ビルマの医学書の中に「Tagaung：疵秀盲」という項が
あって，ビルマの医師間では公認された病気であるが，このNatが立腹すると人々にTagaung：
の腹痛を起させ，強情な者は死に至らしめるという。首の長い水壷，またはgurgletをビルマ語
にてye－tagaung：というが，その土地のNat像を連想させる。
　Shway　Yoe著“The　Burrnan：幾s　Life　and　No£ions”で｝ま「この地のNat－s6：は同地の＊古
代王の一人であって，彼は北部インドにて学んだ魔法によってこのような力を得たというのであ
る。そしてその附近に建てられてある3つのパゴダはその名を彼の生涯の挿話からとっている。
彼の＊二入の患子はProme王朝を開いたのである。……」
　　＊古代王の～人とは，ビルマの史実によれば，Tagaung：王朝最後の王Thadδ：Ma猿Yazaで・二入の息
　子は稼漏の双生児として盗れた。MahE　ThambwaとSula　Thambwaのことではなかろうか。
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　なおもう二，三Nat問題として取扱われるべき事柄を挙げれば，
　Narapatisithu（ビルマ暦536年～573年，　A．D．1174年～1211年）はMyim　saing：の地より美
貌で名高きWeluwatlを妻として迎えたが，すでに三E位に即いていた彼の兄Naratheinhkaは
彼女に心を寄せ，臼分のものにせんことを計り，弟を欺いて，ずっと北部のNgasaunggyanに
暴動が起きたので，それを取り鎮めるようにと命じた。そこで弟のNarapatls三thuは彼の全軍を
引きいて出発した。Narathelnhkaはその機会に弟の一妻を奪った、，　Ngasaunggyanに到這1した
Narapa七isithuはその地方に何ら変ったことが起っていないことを知り，　n分が謀られていたこ
とを覚った。しかし彼は前以て彼の忠実な下僕であり馬丁であるNga　PyiをWeluwatiの冤張
としてパガンに残し，事件が起きた場合には直ちに知らせるようにと雷って白馬を預けておい
た。Nga　Pyiは早速主君にそのことを知らせるため夜更まで早馬を飛ばせたが，ついに行き卦れ
たまま途中で眠り込んでしまった。翌糊，彼が目を覚ますと，彼の眠った場所は主勲騨・1£地をし
いていた近くであり，また彼の乗ってきた馬の噺きが主君のNarapatisithuの耳に聞こえていた
ことを知り，彼は主君に事の仔細を報告したが，Nga　Pyiが陳地の間近かにまで来ていながら，
このような大事な報告をおくれたことを憤ってNarapatisi亡huはN£a　Pyiをその場で処溺した。
その後，彼は雄将Aur，9・・wa以下所兵8e入をノx°ガンに送って彼の兄であるNaratheinhl〈aヨ三を
撃たしめ，Weluwatiを妃として，兄に代って王位に即いた。後に彼は彼の忠実な下僕であった
Nga　Pyiを処刑したことを非常に悔い，‘‘Shwe　Pyishin　Nat”　として懸馬の像と共に（Umin
Han），または“Myin：b頭一shi捻Nat”として（Haエvey）祀ったことはビルマ史上によく知られ
ている。
　またもう一つの例は，Taungoo王朝より身を興し，タラィン王圏であったPeguを併合し，
アラカンを還徹して，金ビルマの統一を計った（が全ビルマに君臨することはシャン族によって
妨げられた）Tabinshwehti：王（ビルマ暦892年～912年，　A．D．1530～1550年）の蒔代に，　Pegu
の国王と’ LてTabinshwehtl：王と戦ったThushintalgayutpi王1ま象部隊を編成するため，ジャ
ングルに入り，象狩りをしていた時，部下と離れて唯一人さまよっている内に湖のほとりに出
た。そこに突然Nat－thami：の姿を晃た，じっと見つめていると彼女は再び姿を消した。彼は急
ぎ陣地に返って寝たが，その夜，恐怖のため，はげしい熱病にかかり世を虫った。
　後，Ava王朝においても，第3代のTayahpya：王が岡じようにNat－thami：の出現によって滅
んでいる。（UHpo：Kya：）
　今でも土地の猟師や漁夫たちはPo　YutpiのNatとして拝しているそうである。
　Thushintakayutplが森材く中にてNat－thami：によって変冤したのは今より400年以上も前のこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26
とであるが私の在緬中にもジャングル地帯でこのようなNatの鐵現事件についてビルマ入から
しばしば聞いたことがあった。もちろんそのような深いジャングルでは悪性熱帯マラリアやデン
グ熱，またはYaung－maと呼ばれる　（象皮病の一種で身体中がふくれ上り皮鵜が象の皮のよう
に厚くかさかさになってしまい，大ていは数日の中に生命を絶つ恐ろしい）病気等が蔓延してい
る。従ってジャングルの中でマラリアにでもかかれば，途方もない考えや想像が頭に去年するも
のである。（私もその経験がある）Natの患現もあるいはそのような現象と関係があるのかも知
れない。
　介一つはRangoonの澗辺はもとよりPegitにまで畏れられているMg　In　GyiのNatであ
る。このNatは水申に住んでいて，人命を奪うことがあると云われている。　Wa（3ケ月間の精
進期）のはじまるWasoの月（H本では7月頃）に，そのNatのために，と云わんよりはむし
ろそのNatを封じ込めるために特瑚の祭典が行われる。また上ビルマー体にかけてMg　Min
GyawというNatにはたくさんの地酒が供えられる。
　また属名をもったNatには前に述べたHmln　Nat（森林に住む）やUpaka　Nat（雲に住む）
の外に樹の梢に住むAkakas6：，樹の幹に住むShekkas6：，地面や根に住むBumas6：，穀物を守
護するNagyi　Nat等が挙げられる。
　処刑された入や非業な最後を遂げた入はNatとなって彼らが死んだ場所に住みつくと信じら
れている。彼らはNat－sein：と呼ばれて，人々から愛情をかけて貰えなかった人のNatである。
そしてNat－sein：は昔城市を守護するために利用された。郡ち城壁の構築に際して，その四隅と
門柱の塾礎に人柱として建てられたのである。Nat－sein：はその場を離れず外敵に危害を加える
ので首都の守りとなってくれる訳である。Nat－sein：は多くの場合，良からぬ生活を送った者，
殊に誓いを破った僧侶や尼は死んでNat－seln：になると僑じられている。しかし都城の人柱には
王子や王妃が犠牲になって人柱にされた場合があったり，殊に高貴な妊娠申の婦人が外敵を防ぐ
のに最も強烈なNatになると儒じられていた。人柱になったNatに関してPagan時代の最も
有名な例をあげれぱ，
　「マンダレーの近くチャウセ出の麓にシャン族兄妹のNatが住みついていると信じられてい
る二つの大きな丸石が見られる。アノーヤター王が命じたKyauksbの灌概工事に際し，堰の下
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に人柱を埋めることが決定された。シャン族の長Myodyiの妹であったAnawyahta王の妃の一
人は彼女の死によって他の入々が救われんことを願った。そして彼女の願いが受入れられて，堰
のNatとなった。またAnawyahta王の好敵手と考えられていた彼女の兄も王に対し敬意を払う
ことを要求された。彼はすべてのシャン民族を戦争に巻き込むよりむしろ臼分一入が王の命に服
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することを決意して故郷を出発した。しかしながらビルマ軍の恥辱を酎えるに忍びずZawgyi河
に身を投じて溺死した。シャン発弟は二つの丸石に住みつくNaゼとなった。そして今日に至る
も尚上ビルマー体にかけてNat崇拝の対象となっている。」（D．G．E．　Hall，“Burma，”P．17）
　またこのMyosade：（入身御供）は寺貌の建立に際しても行われていたことがG．E．　Harvey
の‘‘Outline　of　Burmese　History，”P．32に記されている。
「厨も陛き純白な装いをなし，朝日に輝やく金色の塔，祈りの建築物として最古のものに属し，
今日尚参拝者を絶たず，パガンが誇る驚異の一つであるAnanda｛毒院はKyanzitta王の建立に
よるものであるが，その昔，一入の小児がMyo－sade：として，その基礎に生埋めにされ，その
母親が悲しみのあまりもだえ瞥しんだ場所をhpaya：kywun（パゴダ奴隷）が今なお語り伝えて
いる。jhpaya：kywunについては学報Vo1．12，P．110参照。
　仏教はNat信仰の儀ネLを非難するけれども，如何なる大宗教といえどもそれが従来の土着信
仰にとって代る過度期においては旧来の異端と妥協せざるを得なかったのである。
　所によると，入の邪魔もしなければ，また恐ろしい性質ももっていないNatもいる。昔の
Paganの中心地であったと云われているNyaung－uのあるNat社にはApe－Shwe－myosinと
いうNat像の前に，撚れた変な形の石がある。このNat社には病入がよく礼拝しに来て，その
石を持上げようと試みるのである。もし持上げることができれば，その入の病気は全快するが，
もしそれができなければ，その入は助からないと去われている。またMandalay丘の山腹にある
小さな礼拝堂にはhintha（驚鳥）の像が3ケあって，その各々にセイロンからもたらされたと云
われている仏歯（恐らく模造？）が納められてあり，それと共に1ケの平たい玉子形の石があ
る。旅行をしたり，事業を計画する場合等にその吉凶を確めるために訪れる入が多く，もしその
石が重ければ不吉な兆候となると云われている。
　Natを信仰する当然の結果として前兆ということを重んずることになる。バラモン聖典に通暁
した占星術師は前兆に関する説明の書物Deitonを常に手にしている。この書物に書かれている
例をあげれば，飛んでいる鳥の高さと数，犬の砲え声，蜜蜂の動き，家禽の卵の産み方等によっ
て吉凶をトするのである。もし牝鶏が布の上に卵を産むと，その飼主は金を失う。旅の初めにき
のこを見つけることはこの上ない吉兆である。路上に蛇が横たわっているのに出会わせば旅行や
訴訟事件その他のことに遅延する証拠である。もし犬が不潔物を家にくわえて帰ると，飼主は金
持になる。土台を堀る隣に出てくる物にも吉凶がある。
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Pin：ya王朝（ビルマ暦374年～726年，　A．D．1312～1364年）創設に際し，　Shwezigonの敷地
を堀った時に，骨，木の葉，枝，実等と共にshwe－pan：－pinが発見されたことに由来して，そ
の都をPan：－ya（yaはya－gaukのya「花を得る」の意）と名付け，その後，　Pan；ya（yaは
ya～pet－1etのya）に変り，時を経て，　Pin：yaと呼ばれるに至った。　Shwe－Pan：とは毎年Shan
Sawbwa（シャン州の土侯）よりビルマ麟王に献上された花である。この場含にも，占いの結果
Pin：yaは吉祥の地とされたのである。
　ビルマ人の信ずるところでは，彼らの生涯の運不運も，一日の幸不幸もみなNatにっながっ
ていて，Natは片時として忘れることはできない。それほどNatは彼らの生活を支配している
のである。
　Natが常に恐ろしい形相のものとして表現されているとは限らない。時にはNaレthami：が美
女の表現として用いられる。ちょうど臼本人が衣羽の天女を想像する如く，ビルマ文学にも
Naレthaml：を歌った詩がいくつかある。ビルマ文学の黎明期を代表する詩人の一人であるShin
Maha　Rahtatharの幼少の名をMaung　Maukと云ったが，父のDhammapala大臣に伴われて
Avaの窟廷に赴き，王女の＊舩：－htwin：－minglaの式に参列した。　Mg　Maukは早くより作詩に
長じていることが王の耳に入っていたので早速＊yatu（詩の一形式）を即詩するように命ぜられ
た。その時に舗んだ詩は，
　‘‘Ob6　be，　O　bさthaml：daw，
　　　　　O　　　　　　　　　　　　O
　　Nat　thaw　pon　ma　yw三n：
　Obb　be，　O　be　tham五：daw，
　　　　O　　　　　　　　　　　　O
　　Shwe　hlaw　th6n：bon　hsin二
　〇bh　l）e，　O　b＞thaml：daw，
　　　O　　　　　　　　　　　　O
　　Sandaw玉a　hne　win：”
　（お㌧すばらしき，すばらしき姫君，
　　天女の如く，たぐいなき
　　おSすばらしき，すばらしき姫君，
　　精練せる金にて鋳造せる如き御姿
　　お＼すばらしき，すばらしき姫鴛，
　　月の如く輝ける。）
　　（註）＊ビルマでは少女が12・3才に達すると，その出生月獄によって占星術師に黄道吉日を占なって貰い，
　　　それが決定すると金針にてna：htw三n：（耳に子Lをあける）mingala（儀式）をあげる。そして彼女が
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　　　　年頃に達したことを公にする。
　　　＊　yatuくP．　ritu．
　　　　祭り，気候，儀式，森林，山，川，大地等に関して諦んだ詩。
　Nat信仰に関係ある事実として運勢の占いや命名法が挙げられる。子供が生れると母親は先づ
バラモンの占星師に運勢を占って貰う。稼欄の葉に示された運勢に従って人の一生が幸運である
か否かがトされる。それから約1週間後に，kin－b6n－tatの式が行われるのである。　kin－bδn－tat
についてJudsonは次の如く説明している。‘‘On　the　seventh　day　after　the　birth　of　the　child，
the　midwife　boils　the　fruit　of　the　soap　acac圭a（kin－b6n），mixes　it　with　the　seven　k圭nds　of
grewia（ta－yaw），and　washes　the　child’s　head；after　the　head　is　clean，　the　midwife　takes
the　child　up　in　a　w｝1ite　cloth　and　presents　lt　to　the　mother；after　this　the　m至dwife　and　the
assembled　persons　who　have　been　invited，三nvoke　a　blessing。”
その岡じ田にekkhaya－nan－thin（生れた曜日を示す文字）に従って子供の命名が行われる。ビ
　　　　　　　　　　　　　　　　　o
ルマ人の名前は決して自由に付けられているのではなくして，各入の名前は生れた羅に属してい
る文字で始まることになっている。即ちビルマ語のA正phabetが母音群，　Ka行，　Sa行，　Ta行，
Pa行等々に分類され，これが各週日に割当てられているのである。この制限以内ならばどのよ
うな名荊をつけても差支えない。それ故，Shway　YQeの云う如く，ビルマ人には毎週誕生日が
廻ってくることになるが誕生日も度々繰り返されると単調になって，欧米におけるbirthdayの
ような楽しみはなくなる。
　そこでekkhaya－nan－thinを表で示すと，
　　　　　　　　　　　　　　 Q
Taninganwe－ne（E三l　l躍是　［三五）A及びその他の母音
　　　　　　　　o
Taninla－ne（月曜匹1）Ka，　Kha，　Ga，　Gha，　Nga
　　　　　O
Jnga－－ne（火曜1三D　Sa，　hsa，　za，　zha，　nya
　　　　 O
Boddhahit：－ne（水曜翼）Ya（ya－pet－letのya），　la，　wa，　la
　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
Kyathabade：－ne（木曜濱）Pa，　hpa，　ba，　bha，　ma
　　　　　　　　Q
Thaukky翫ne（金曜EのTha，　ha
　　　　　　　O
坤竃（土馴｛1畿盤1鴇1｝
Yahu（水曜日の正盾から翼簗夜申まで）Ya（アラカンではRa）
　　　（ビルマ文字では水曜日のyaとは別即ち，　ya－gaukのya）
　ビルマ人は姓がなく，名のみしかもたない。そして男性に対してMaungは25才頃までの鷲い
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入にMr．の意味で名前の前につけられる。その外にKoは30才前後より4e才前後の中年の人
に，そしてUは40才頃より年上の入，及び敬祢として用いられる。また女性｝こ対してはMaは未
婚，既婚を問わず，若い婦人に，そしてDawは年輩の婦人につけられる。そこで上の表に従っ
て，月曜田に生れた入には，例えば，
　Maung　Ngwe　Khaing（銀の枝君）
　Ma　Khin（愛子）
　Ma　Khwe　Y6：（犬の骨嬢）
という名前が見出される。「犬の骨」嬢の名筋では2語の申，Maを除いた初めの方の名が誕生
日を示すのである。
　火曜日生れの人には，
　UNyein（静かな人）
　MaS6：（悪女）
などがあり，水曜日生れの人には，
　Maung　Lu　E（平和な入）
　Ma　Yon（兎さん）
木曜田生れの人には，
　UHp6：K頻：（祖父虎）
　Ma　Hmwe（香のよい人）
　Mi　Meit（愛情のある入，未婚の婦入に多い）
金曜口生れの人には，
　Maung　Than（甑万君）
　Ko　Thet　She（長寿の人）
　Ko　Hein（不平家）
　Daw　Thin（物知り）
土耀日生れの人には，
　Maung　Dh丘Wun（北極鷹）
　Mi　Nu（やさしい人，来婚婦人に用いる）
日曜日生れの人には，
　Maung　On：Myin（高い椰子）
　　　　　　　　　Q
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　Ma　Ein　Saung（家政婦）
　　　　　　　　　o
Yahu生れの人には，
　Maung　Y6：（正直者）
　UYauk（達した入）
等々に命名されている。
　ビルマでは，生れた曜日によって，人の性格が左右されるものと一般に信じられている。　「月
曜鷹生れの人は疑い深い，火曜日は正直，水曜日は立腹しやすいがすぐ機嫌が直る，そして
Yahuの運星の下で生れた者は特にこの性格が甚だしい。木濯日は温和，金耀爾はおしゃべり，
土曜臼は短気，田曜日に生れた者はけちん坊が多い，等と云われている。」　（Shway　Yoe：The
Burman，　His　Life　and　Notions）
　ところで結局，この命名法にもNatのinfluenceが感じられる。それは次の事実によっても
裏書きされているように思われる。
　ビルマ人は概して怠惰であるとよく言われる。外観的にはその考え方は並しいかも知れない。
Louis　Vossionはビルマ人の怠惰性について，　Y彼が働くことに反対する疇の不幸なN々の申の
ある一Hにそのビルマ人を観察したことによるのではないだろうか。3と考察している。
　要するにビルマ人の働くことに反対する，または働く気になれないのは生れながらの怠惰性の
ためではなく，運勢によって定められたという先入感のためであろう。私がMandalayにて観察
した一例は，10人ほどのビルマ人の労働者の中に特によく働く者を見かけたが，他の者たちは附
近でただ彼が働くのを兇ているだけである，ある者は笑いながら雑談もしている。私は「何故彼
一入が働いて君たちは怠けているのか」と尋ねると，彼らは「Mg．　Ba∫an（よく働く入の名毒の
はよく働くように生れているのだが，私たちはそのようには生れていない。勝手に働かせておき
なさい。」と云うのである。また金曜｛三1は怠惰な者にとってよい口実を作る口である，というのは
ビルマ国中，一般に金曜EIは不運な口とされていて，“Thaul〈－kya　ma　thwa：hnin”「金曜証iには
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
（何処へも）行くな。」と諺にまでなっている。
　また曜隣には関係なく，次の聴刻又は場所にて生れた者は生れながらの白痴であると儒じられ
ている。
　（1）真夜中に生れた者。
　（2）太陰月の最後の日に生れた者。
　（3）空が雨雲に覆われて莫暗になった時に生れた者。
　㈲蜜林にて生れた者。
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　現在はビルマ本土より全く姿を消して了ったが，パガン王朝第38代Taung－Thu－Gyi：王の時
代には全盛を極めていたAri：もNat信仰には大いに関係をもっていた。
　Arl：の語源はサンスクリット語のArya（尊）から来ているか，またはAranyaka（森に住む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o
者）の語が詑ったものか，ともかく語源不明の語である。大乗仏教，特にチベット系の密教僧で
あったとも思われるが，恐らくヒンズー教の行事を行う僧偶の一階級であっただろう。またはシ
ヴア教僧の一種であったという説もある。彼らは藍色の法服をまとい，髪を長くし，Nagitを崇
拝し，犠牲にした動物の頭を寺院内に吊し，一一年に一度，国王を助けてポッパ山の絶頂でNatへ
動物を供えた。
　特に国王を始め，王侯貴族庶民の結婚の儀式を行うに当り，花嫁を最初にアリー僧院に送らね
ばならぬという習慣があった。郡ち，アリー僧侶たちは初夜権をもっていた。もしこれを守らな
い場合には，何入といえども厳罰に処せられた。彼らはまた　aggiyat（練金術），　hse：wa：（秘
薬），mandan（曼陀羅），　hmaw（呪文）等の修法を行い，拳闘，乗馬なども練習し，絶えず酒
食にふけり，色慾をほしいままにしていた。
　Anawyahta王はこれに弾圧を加えてパガンより追放することはできたが，15世紀に建てられ
た碑文の中には，当時このAri：がなおミンヂャン地方に残存していたことが認されている。ア
ノーヤター王が小乗仏教の移入を企てたのもパガンの宗教が腐敗状態にあったからではなかろう
か。
　次にNatに関係あるのはBawrithadaである。ビルマではht6∫－gwin：（刺青）をする者は最近
減少してきているようであるが，シャン州では地方によっていまだ行われているようである。日
本でも昔，やくざ者力辣楠をしていたのと岡じようにどルマでも以前はかなり多くの者が臼本の
場合と同じような意味で刺青をしていたが，ここで闘題とするのは神秘な呪文の刺青である。そ
の模様は実に種々様々であって，虎，猫，猿，象・鳥・蜥葺賜，虫・bilit：・行者・及び不可解な言
葉等が顔，特に頬が多く，前額，頸，腕，背中・腰溺両，股，轡部等身体中所かまわず，刺青を
施すのである。
　ビルマ文学史上著名なUKyin　Uの作品，　P印ahein－Pya－Zatの主人公Pゆぬein王子の刺
青は代表的なものである。薩頷には蜘嫁，左煩にはいもり，胸の右乳房の所に喩伽行者，左乳房
の所にはWeizza（「神秘な力をもった智者」という意味），胸の真中には猫左腕にはtet－t9（
蜥賜の一種），両股に孔雀，頻筋に油虫，隅の真中に鶉，腰の上にBllO：，両尻には猿，その下の
両捌に虎，とこれだけの模様の刺青がPapahein王子の身体に施されてある。しかし，シャン族の
中には掌と足の裏を除いては身体中隙間なく刺青をしている者もいる。刺青をすることには色々
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な意味が含まれている。ある場合は自分の愛する女性を手に入れるためのanu－hse：に過ぎない
こともある。このlove－potionは朱とある種の薬とtaukthの乾皮を砕いたものを混じて作るそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q
うであるが，このtaukthというのた蜥蜴の一種で屋根裏や樹の空うに棲んでいて乾季になれ
　　　　　　　　　　　0
ば，けたたましく鳴くのである。そしてこの蜥蜴が屋根裏に巣食うと，その家に幸福をもたらす
と言われている。この蜥蜴が鳴くとビルマ人は“Apyo　IZ：，ao　la：P”とtauktbに向って言うが，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o
れは何も「お前は処女か，それとも結婚しているのか？」と尋ねているのではない。恐らくビル
マ入の幸福をもたらす動物に対する愛情からではないだろうか。とも角，tauktbが幸福をもたら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
すが故にその乾皮がanu－hse：に用いられるのであろうか。このhse：（薬）を身体のどこか目の
つかない所に刺青師に頼んで少しの丸い斑点を三角形に並べて貰うだけで思う望みが達せられる
と儒じられている。
　次にはapyi：－hse；がある。　apyi：は「不死身」の意である。　apyi：－hse：は打たれたり，怪我を
しても痛さを感じないためにする刺青であって，thenat－pyl：（「武器に対して不死身」の意）も
同様，軍人や盗賊がもっているもので，銃の弾丸や刀によって受ける傷に対する護符の役目をす
る。このhkaung：－beit－set（護符：hkaung：＝空ろ十be三t＝：閉ぢるNll　set　＝武器）は色々な種類のも
のがあって，金，銀，鉛，または角などに睨文が書かれていて，皮下の肉の申へそれを入れるの
である。Mwe－hse：は蛇に噛まれるのを防ぐためのものであり，手肇獅手の甲，脚のこむらに皮
下注射をして刺青する。これはジャングル地帯に住むビルマ入やシャン人には大へん多い。同様
にa－kwe－a－ka（防護薬，または魔除け薬）は魔術師の脱文を無効にして，あらゆる妖気を遠ざ
けると雷われているQ
　刺青について最も怖しく気味の悪いのはakyan：－hse：に関するものである。　akyan：－hse：（r強
烈な薬」の意）の手術のできる刺青師はビルマ本土にはほとんど居ないということである。シャ
ン州に僅かばかり残存しているらしい。このakyan：－hse：はその怖ろしい作用のためにその刺膏
の乎術を受けるものは理性を失い，苦しまぎれに夜，墓場をさまよって，死入の肉をあさり探す
と云われている。そしてakyan：－hse：の手術を受けて，人の屍肉を食った者をBawrithadaと呼
び，超人的な不死身のカをもつようになる。Bawrithadaというのは，「食人鬼」を意味し，そ
の故事はJataka物語より1ゴ三i来している。　「翫Kuru国のPatta－Nagol城穣にKawrabyaと
いう名の王が支配していた頃，菩薩はThutathawmaという名によって王子となり，　Baranadi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
（Benares）　のByahamadat王子と共にTaxila（現在のパンジャブにありて，往時，有名な大
学の地として知られていた）に学び，学終えてそれぞれの国に帰り，やがて二入共王となった。
Byahamadat王は料理として魚肉や動物の肉を好み，料理人Rathakaを召し抱えていた。ある
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時，一匹の犬がRathakaの陽ミを見て王のために料理してあった馳走をくわえて逃げ去った。
Rathakaは死罪の危険を感じ，直ちに町を走り廻って動物の肉を探したが見つからず，万策尽き
て墓場に赴き，まだ埋めていない死人の肉を切り取り，もって帰って料理し王に差し出した。王
はその人肉料理をうっかり食べてしまい，殊の外美味な馳走であったので，調べて見ると，それ
が人間の肉であったことを知った王はRathakaを罰するどころか，人肉がこの上もなく気1こ入
り，毎日人肉を料理して差し出すように命じた。Rathakaは王の命令により，獄舎より囚人を引
き出して殺し，生々しい人肉を料理して王に差し出していた。ところが次第に囚入の数が減じ
て，終には全部尽きてしまった。そこで再び王の命令に従い，道に金銭を落して置き，それを拾
った通行人に罪をかぶせ，宮廷へ引き連れて罪人として殺した。その方法も度重なると入々が知
って金銭を拾わなくなり，不平をもらすようになった。そしてKalahat将軍に訴えた。　Kalahat
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
将軍は兵士に罪人を捕えるように命じたところ，Rathakaを捕えて来た。将軍はRathakaより
王について一部始終を聞き，直ちにByahamadat王に而言揚し，王の誤れる行為を改めるよう王
に懇願した。しかし人肉を食べることを断念することができず，Byahamadat王はRathakaを連
れ，宮殿を虫って，ジャングルの中へ入った。そして旅人を待ち受けて，自らをBawrithadaと
称した。旅人たちも噂さを聞き知って，そのジャングルを迂回して行った。終には入肉が得られ
なくなったので，料理人Rathakaを殺し，自らの手でそれを料理した。そのBawrithadaとな
ったByahamadat里が自らの入肉の犠牲にせんものと99入の王を捕え，最後にThutathawma王
である菩薩を捕えたが，菩薩の説法によってBawrithadaから立直ることができたというのであ
る。」この故算より“L9－tha：－ma－ya，　Rathaka－hkyaing”（曜馨れる者は藁をもつかむ」の意。直
訳：人の肉が得られなければ，Rathakaを切る。）という諺が生れた。
　ビルマ史上にBawclthadaの例を求めるならば，　Byat－wi－Byatta兄弟を見出すことができるで
あろう。二入は回教徒のインド人であったが，航行中彼らの船が難波して，二入はタトンに漂着
し，タ1・ン王Manuhaの師1圧の元に司えていた。ある；il　，師と共にジャングルの奥へ薬の根を
堀りに出かけ，そこに喩伽行者の死体を見つけた。師は秘薬・蔓陀羅の術に通じた人であって，
その行者の屍肉を火に焼いて食べると種々な病気は失くなり，寿命は延び，10礒聞の旅程も1日
にて達することができ，如何なる巨象もその牙をつかんで倒すことができる程のカをもつことが
できるようになる算のことを二人に話した。しかし，その行者の死体を他の役に立たせようと師
は考えて，二人に彼の住家へその死体を運ばせて大切に保存して置いた。行者はジャングルの中
でアッバンダヤというマンゴの実やeugeniaの木の実のみを食べていたので死体の香いは
nandabuバナナのようによい香りがしたという。しかしインド入兄弟は師が話した事に好奇心を
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感じていたので，師の不在中に行者の死体を焼いて食べてしまった。師匠が家に帰ってきて，二
人が行者の死体を食べたことを知った。二人は巨象のような力を揮うようになり，やがてその事
がタトン王Manuhaの耳に入り，王は恐怖の余り，兄弟二人を捕える命令を出した。兄の
Byat－wiは妻の家にて睡眠申に殺され，弟のByattaはタトンを逃れて，バガンに着き，アノー
ヤター王の部下となった。タトン王はByat－wiの死体をばらばらに切って，城壁の周囲に埋め
させた。それはNat－sein：の項にて述べた理由によるのである。
　アノーヤター王の配下に入ったByattaは駿足を以て王の命ずる任務を果していた。　Poppa：山
よりサガー樹の花をとって来て王に献ずることになっていたが，一日に十圓往復したという。
Poppa：山にて彼とBilu－maとの前世の宿縁によって二入の間にもうけられた二子Shwe－pyin：－
gyi：とShwe－pyin：－Rgeを残して，義務怠漫の理由によってアノーヤター王によって処鋼され
るが，二子の兄弟はアノーヤター王に養われ，二人は成入して王の為に尽した。アノーヤター王
の中国還征及びタトン攻略に際しても，Shwe－pyin：兄弟のPayoga（Natによる影響力）によ
ってアノーヤター王が彼の軍を有利に導くことができたのである。
　このようにBawrithadaに関して，歴史・文学にもいくつかの例が見出されるのである。
　従ってakyan：－hse：によって束【1青したBawrithadaは不思議なカをもつようになり，犯罪人に
なる場合が多く，警察も大いに手こづるそうであるが大ていは眠っている間に射殺されるか，ま
たは秀れた行者によってakyan：－hse：の魔力が消されて本心に立返らされることもある。
　刺」湾を施す際には次のような意味の文句が唱えられることがShway　Yoeの「ビルマ民族誌」
に記されている。
　Anu－hse：に対しては「Papawadiは我が妃であり，彼女に婚約を申込んできた7ケ国の王をす
べて漬走させた。彼女はmallaの樹の花が酸郁たる芳香を森に放つ時のように美しかった。我は
偉大なるKutha－yazaである」
　（註）Kutha　yazaは釈迦の事蹟を演出するPya－zatに現われる一莫雄。
　APyi：hse：に対してはr仏塔より黄金を盗んで来て，火の中に入れて精錬せよ。そして家の中で淋しい通
路で，幸運の星の下で，仏塔の前で9百9十9回現文を唱えよ。水を捧げ，飛翔するga16nの輪を描け。さう
すれば如何なる危害も汝の身にはふりかからず，無壌息災であろう。
　（証）ga16nまたはgaru磁aはnagal（龍）の敵と見なされる架空上の怪鳥。
このような文句はmin－ky・Ung－h・ayaまたはht・・－gWi・：－h・aya（・　ttitt・・。，）の書物に1ま種々書
かれている。そして呪文には次のようなものがある。
Nat－tha　wa－－pa　waつa　nat－tha　na．
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　Sa－ba－pa－wa－wa－ba－pa－wa
また魔法として書き込まれる文掌はCO，　O，⑲，　e等である。
　Natは人閥の想像であるかも知れない。　Natにまつわる事件は今なおビルマにおいて趨ってい
る。今年の4月4目付のKye：－M　on　Thadin：saという新聞に報ぜられていた事件によっても明ら
かである。一人の老婆が知人の葬式に行った帰り途，Nanabhawaと間違えられて，一入の象使
いの若者にビルマ刀にて切りつけられ，その場に息絶えて死んだ老婆殺害事件があったのは
Mon－－Ywaの酉方，　Pon－Taung－Pon－Nya地域であって，　Yaw族の住む，　Nat信仰の最も盛ん
な所として人々に知られている。その地方ではNatかSon：，　Kawe，　Tassさ，　Bila：簸種々な名
称，即ちNanabh2wa（妖怪変化の類い）として呼ばれ，超自然的な存在が現実のものと想像さ
れている。
　宗教的な祭礼に用いられる特朋の儀式，祭文，祈願文，また上述の伝説などはNat研究者に
とって価値あるものである。これらの記録を拐念に蒐集することは民族学の研究としても興味深
い。
　Nat信仰はビルマ入特有のものとは限らない。それは東南アジア諮国に共通せるものであるこ
とがMaha　Yazawinにも記されている。
　Nat信仰は浬葉の境地を求めんとする入を無能力にせしめるものであると僧侶たちは説くが，
それは一般大衆には無益である。古い昔より根づいているこの不思議な儀仰を特徴づけている粘
着性ほど著しいカをもつものはない。Anawyahta王時代における仏教の最盛時，その最も熱烈な
仏教復活の時期においてでさえもNat信仰は決して根絶されてはいなかった。ただ睡眠状態に
あっただけである。ビルマ語ではNat－K6：kwe－gyin：と言って，　Nat－Worshipと訳されてい
るが，その雷葉の正確な意味においてはw◎rshipではないかも知れない。それはインドの神秘
説でもなければ，自然不可知力説でもない。それは単に精霊融和である。
　ビルマ語のK6：kwe－gyin：はk6：　・trust　in，　rely　on十kwe　＝　to　be　screened　from　view，　keep
out　of　sight，但しこの場合は殆んどexpletiveに用いられている＋gyin：＝抽象名詞を形成する
affix．であり，それは純粋のgeniolatryである。ビルマ語ではay9（誕belief）とは呼ばない。
　未開入聞の古い儒仰は純粋な仏教の影響にも拘わらずビルマに残存し，その昔ビルマ人の祖先
がイラワヂの谷間へ移動してくる以前の彼らの故郷であるヒマラヤの高原地帯に今βでも晃出さ
れるのと同じものである。それは民族学研究者に知られた古い現象であり，東南アジア諸国艮，
特にビルマ入の間に最も明白に見出されるものである。
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